


























スライド 19 スライド 20

組織的運営上の主な課題と取り組み

 学修支援センターと学科が連携し、前期後期共通教育と専門教育の接続性をいかに高めることができるか？

前期共通教育に関する審議機関に、学科教員とセンター教員をセットで科目統括者として設置

学科の連携担当者を固定化して随時学生情報を共有するツールと定期的なMTGの場をセッティング

LMSの修学カルテを活用して前期後期共通教育における学生個別の学修成果情報を共有

キャリア形成担当科目における学科教員・キャリア支援センター職員との連携、後期共通教育の情報共有

 学生個別の実態に対し、多様な人材がチームとしていかに均質で適切な支援を展開できるか？

➡ 教学執行部と現場の間に教職員からなる「学修支援担当者MTG」を設置し、不文律の取り組みを踏まえて
学修支援の基本方針を明文化し、年度ごとの学生の実態に合わせた対応を方針に照らして検討

➡ 採用後研修・授業前後MTG・業務前プチ研修などでチームとしての意識合わせを実施

➡ 講師会や研修で授業や学修支援のふり返りと改善のサイクルを定着させ、業務の平準化と質向上を図る

 自律的学修習慣の形成支援に加えて、いかにして「学びの技法」支援を充実させていくか？

➡ 補習（DS) や、学びのコミュニティ（探究）において各科目の到達目標に紐づく学修イベントを企画・実施
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環境変化に対応した組織的学修支援の体制整備
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スタートアップ期から安定期へ→これまでの取り組み・成果をあらためて検証していく時期に…

全学DPの改編にともなうI類の教育目標の改訂
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